
武蔵中山台住宅地
建築協定

運営委員会（自治会）の取組み



建築協定の概要
（１）名称

武蔵中山台住宅地建築協定
（２）地域：緑区三保町
（３）規模：15.2ha、463区画

（隣接地なし）
（４）締結時期：昭和53年９月
（５）沿革

中山駅

武蔵中山台

東電不動産による開発・時期を分け
て分譲。未分譲だったエリアを東日本大
震災後に不動産会社へ譲渡。
建築協定の運営は、以前は東電不動産が
行っていたが、現在は自治会で運営して
いる。



建築協定の概要
（６）運営委員会運営体制

自治会活動として一体的運営
（７）建築物に関する基準

・用途：建築基準法第48条１項で規定
した別表第二（い）項に掲げ
るもののうち三号（共同住宅
等）、七号（公衆浴場）を除
く建築物

・形態：階数2以下
最高高さ8.2ｍ



自治会の取組み

（１）地域交通の導入

～ずっと住み続けたい街に～

（２）地域緑のまちづくり活動

（３）ボランティア組織の立上げ



自治会の取組み
地区の街並み



（１）地域交通の導入（路線バスの新設）
横浜市地域交通サポート事業の活用



（１）地域交通の導入（路線バスの新設）
【導入までの活動】

2013年11月 地域組織（武蔵中山台交通対策委員会）が設立
2014年１月 移動状況に関するアンケート調査を実施
2014年12月 交通管理者、道路管理者の立会いの下、実車による走行調査を実施
2015年１月 バス事業者よりバスルートが提案され、地域でルートと停留所候補地を検討
2015年11月 交通管理者、道路管理者らとともに停留所候補地の現地調査を実施
2015年12月 自治会を通じて住民向けに運航計画について広報を実施
2016年３月 実証運行開始
2016年７月 実証運行終了
2017年２月 本格運行開始



（１）地域交通の導入（路線バスの新設）

開通式



（１）地域交通の導入（路線バスの新設）

まちづくり白書
に掲載

★一人で買物に行ける

★高齢になっても住続
けられる

★通勤が楽になった

★バスの中でもコミュニ
ケーションが生まれた

★気持ちが前向きにな
り活動的に



（２）地域緑のまちづくり活動
横浜市の地域緑のまちづくり事業への応募

地域の緑化計画の提案
し、選考を通過すれば、

『緑化の整備や活動』
に対し、
最長３年間で、最大
1500万円の助成



（２）地域緑のまちづくり活動
地域緑化計画書



（２）地域緑のまちづくり活動
活動の様子



（３）ボランティア組織の立上げ
 自治会の役員は１年交代 （次は２０～３０年後!?）
 高齢化も進んで自治会運営も大変

交代後も残ってもらうためにボランティア組織を立上げを提案
（福祉、治安、防災、環境、教育、イベント）

反対の声もあったが・・・

「得意な分野に参加」、「行けるときに参加」



（３）ボランティア組織の立上げ
現在では、６分野 延べ１３２名
福祉５名、治安２２名、防災１８名、環境５５名、教育５名、イベント２７名

住民からの感
謝の気持ち

地域に貢献と
いう自負心 若い人たちも

参加

自治会が活性化



まとめ
みんなが顔見知り

『武蔵中山台の住
民』という意識

『ずっと住み続け
たい街に』 建築協定もみん

な守ってくれ
る！

自治会の活性化が
『信頼』に

地域
交通 緑のま

ちづく
り

ボラン
ティア 建築

協定
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